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 常任委員会等の活動報告  常任委員会等の活動報告 
総務常任委員会
◆ 11 月８日（金）

　　＊ 所管事務調査「いわて消防指令センター

総合整備事業の進捗状況について」

◆ 12 月 16 日（月）

　　＊ 所管事務調査「花巻市公共施設マネジメ

ント計画について」

          * 協議

　　　 「令和６年議会報告会における所感につ

いて」

　◆１月 22 日（水）

　　＊ 所管事務調査「消防団員確保策と統廃合

の進捗について」

文教福祉常任委員会
◆ 12 月 16 日（月）

＊ 請 願審査

　　　　「 公立の義務教育諸学校の教育職員の給

与等に関する特別措置法」の廃止及び

実効性のある学校の働き方改革を求め

る意見書の提出を求めることについて

　　▷審査結果・・・採択

　　* 協議

　　　 「令和６年議会報告会における所感につい

て」

　◆１月９日（木）

　　＊ 所管事務調査「桜台小学校の長寿命化につ

いて」

産業建設常任委員会
　◆ 11 月 25 日（月）

　　＊ 所管事務調査「花巻市起業化支援センター

について」

◆ 12 月 17 日（火）

　　＊ 所管事務調査「空き家問題に関する総合的

な取組について」

　　＊ 協議

　　　 「令和６年議会報告会における所感につい

て」

　◆１月 21 日（火）

　　＊ 所管事務調査「予約乗合交通について」

議会改革推進会議
◆ 12 月 18 日（水）

　　＊ 特別委員会の委員任期について

　　＊ 会議出席時の服装について

産業建設常任委員会　所管事務調査産業建設常任委員会　所管事務調査

　11 月 25 日、花巻市起業化支援センターおよび株11 月 25 日、花巻市起業化支援センターおよび株

式会社ヴォーグ様を訪問し、花巻市起業化支援セン式会社ヴォーグ様を訪問し、花巻市起業化支援セン

ターについて調査を実施しました。ターについて調査を実施しました。

初めに、県内初の創業支援施設として平成８年に開
設した同センターでは、研究室や工場を賃貸し、測定・
試験機器を開放しているほか、専門のコーディネーター
が常駐し、入居企業だけでなく市内企業全てを対象に外
部経営資源とのマッチングなどを実施しているとの説明
を受けました。こうした活動もあり、昨年度には入居企
業が 100 社を突破し、卒業企業も８割近くが事業を継
続しているなど成果を上げているとの説明がありまし
た。今後は、変化するニーズに対応した事業を展開する
など引き続き産業創造活動に取り組むとのことでした。
　その後、令和６年４月に同センターを卒業し、市内に
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新工場を建設した株式会社ヴォーグ様を訪問しまし
た。同社は、精密機械部品を製造し、全国の大手企業
に出荷しているなどの説明があり、卒業した企業が高
い技術力を生かし活躍されている状況も確認すること
ができました。

桜台小学校　所管事務調査

花巻市起業化支援センター　所管事務調査

ワークショップ形式での自由討議

　花巻市議会議員報酬調査検討特別委花巻市議会議員報酬調査検討特別委

員会を開催し、全委員で自由討議を実施。員会を開催し、全委員で自由討議を実施。

12 月 18 日に開催した委員会では、
初めに、議員報酬の見直しに関連して
４月から９月までの６カ月間実施して
いた議員活動の実態調査の結果を報告。
続いて、議員報酬等に対する委員各位
の意見を聞くため、ワークショップ形
式での自由討議を実施しました。
　委員からは、「合併以前の旧花巻市の
報酬を踏襲しており、報酬額が変わっ
ておらず、近隣市と比較して低い状況
であり引き上げるべき」といった意見
や「今後議員を目指す人が魅力を持て
る額にするべき」「報酬の引上げも必要
だと思うが、議員活動の活性化も必要」
などの意見が出されました。

　花巻市議会議員報酬調査検討小委員会でより花巻市議会議員報酬調査検討小委員会でより

詳細に議論。詳細に議論。

小委員会では、議員報酬の改定について一関
市議会へ行政視察に伺ったほか、令和６年 12
月までに計９回委員会を開催し、現状の把握や
他市議会報酬額との比較など、詳細な議論を進
めています。
　特別委員会で実施した自由討議で委員から出
された意見も踏まえながら、適正な議員報酬額
や報酬額を改定する場合の時期、市民との意見
交換の実施などについて、今後も議論を深めて
いきます。


